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「あなたがたには世で苦難がある。しかし、勇気を出しなさい。わたしはすでに世に勝ってい

る」（３３節）神さまはその時々にふさわしい御言葉をくださいます。１０年前の熊本地震の本

震の翌日は日曜日でした。３４名の方々が集まり共に礼拝を守りました。最初の地震の後、説

教の準備もままならない中、土曜の未明に本震が起こりました。日曜の朝、強い余震が続く中

で、いつも夫婦で朝読むローズンゲンを牧師館の中から探し出してきて当日の御言葉を読んだ

のです。「神は、あらゆる苦難に際してわたしたちを慰めてくださるので、わたしたちも神から

いただくこの慰めによって、あらゆる苦難の中にある人々を慰めることができます」（Ⅱコリン

ト１：４）そして短くその箇所から御言葉の説きあかしをしました。何を語ったのかは覚えて

いません。けれどもこの御言葉で十分という思いがありました。そこでわたしが強く確信しま

したのは御言葉が近いことでした。それはイエスさまが生きておられ、わたしたちと共におら

れるということです。イエスさまが共におられることをどこで確信するのか。それは御言葉に

おいてです。日曜日の礼拝で聖書の御言葉に聴く。そして聖餐に与る。その時によみがえりの

イエスさまが共におられることを確信することができます。その確信を持ってこの一週間もわ

たしたちは生きていきます。「あなたがたは世で苦難がある。しかし、勇気を出しなさい。わた

しは既に世に勝っている」この御言葉と共に、よみがえりのイエスさまと共にわたしたちはこ

の一週間を歩み始めます。 

 

この後、イエスさまは１７章で父なる神さまに祈りをささげ、そして１８章では裏切りと逮捕、

尋問、死刑の判決といよいよ十字架に向かって進んでいきます。そのイエスさまが最後の最後

に弟子たちに言い残した言葉が「勇気を出しなさい。わたしは既に世に勝っている」です。け

れどもこの後、イエスさまは捕らえられ十字架につけられて死んでいきます。それはちっとも

勝利ではない。むしろ敗北ではないか。だれもがそのように思われるのではないでしょうか。

けれどもそこに勝利を見る。それがわたしたちの信仰なのです。弱々しく捕らえられ捨てられ

るように十字架で殺されていく。そのお姿の中に神さまの救いの御業を見るのです。それはこ

の世の勝利や成功と言った価値観を根底から覆すものであります。 

 

この世の勝利とは何でしょう。成功者の証とは何でしょう。今日、人類の叡智の結晶が例えば

AI（人工知能）なら、それがもはや制御不能になっていて人類を脅かすものであることを研究

者は認識し、そろそろ開発の手を緩めないといけません。昨日の新聞にアメリカの開発企業の

AI が企業に対して勝手にサイバー攻撃したことが掲載されていました。AI が開発者の意図と

は違う動きをするのです。AIはもう既に戦争に利用されています。これがエスカレートしてい

ければ、意図していないところでまた新たな戦争が始まってしまうかもしれません。かつて核

開発が人類の叡智の結晶と言われ、それが悲惨な戦争を引き起こしました。わたしたちの国は

その唯一の被爆国です。現代は AI という新たな脅威にさらされています。創世記の誘惑の話

で、善悪の知識の木は「賢くなるように唆していた」（３：６）とあります。木の実を食べ、賢

くなった結果が人類の罪の歴史です。人類はその知恵を結集させて天まで届く塔を建てようと

しました。けれども神さまはその企てをやめさせ、その人間を混乱させました。人類はこれ以

上賢くなってはいけないということです。 

 



わたしたちは、自分が神になって、賢くなって、天に向かうのではありません。イエスさまは

言われました。「わたしは道であり、真理であり、命である。わたしを通らなければ、だれも父

のもとに行くことができない」（１４：６）と。イエスさまは天に向かう正しいルートを示して

くださいました。わたしたちはイエスさまによって、神さまのもとに行くのです。自分の知恵

で、自分の力で神さまのもとに昇りつめて行くのではありません。イエスさまが連れて行って

くださる。だからイエスさまにお任せしたらいい。そのためにイエスさまはわたしたちのとこ

ろに来てくださいました。今日の御言葉にも「わたしは父のもとから出て、世に来たが、今、

世を去って、父のもとに行く」（１６：２８）とあります。上から下へ降り、そしてまた上へ昇

る。このイエスさまの動き、お働きにこそ、わたしたちの救いが示されています。 

 

上から下へ降ること、それはまずまことの神さまがまことの人となられた出来事です。ヨハネ

福音書の御言葉で言えば、「言は肉となってわたしたちの間に宿られた」（１：１４）クリスマ

スの出来事です。これを教会の言葉で「受肉」と申します。それだけではありません。ただ人

間になられただけではなく、イエスさまはわたしたち人類の罪をすべて背負って十字架で死ん

でくださいました。自分が神になって天に昇ろうとする、その結果、滅びに向かう人類の罪を

イエスさまは引き受けてくださり御自身が十字架で死んでくださったのです。そのようにして

御自身が最も低いところまで降ってくださった。その一番深い罪の極みまでわたしたちを受け

止めてくださる。イエスさまの十字架の死はその救いが最もよく現された出来事でしょう。 

 

そして今度はわたしたちを天、神さまのご支配の中へと導き入れてくださいます。それが「今、

この世を去って、父のもとに行く」ことです。それは他でもないイエスさまのよみがえりと昇

天を示します。けれどもそれはイエスさまだけのことではなく、わたしたちのことでもありま

す。わたしたちもイエスさまによって神さまのもとへ、神さまとの正しい関係の中へ迎え入れ

られるのです。本来ならば、御前に罪を犯し続けているわたしたちが神さまのもとに行くこと

などできません。けれども罪赦されて、もう一度、神さまのもとに帰る。その道をイエスさま

がつけてくださいました。そこに聖書の伝える勝利があります。誰かを打ち負かして力を誇示

することが勝利ではない。十字架でわたしたちの罪を打ち砕き、三日目によみがえってくださ

ったイエスさまによって神さまのもとに行く。そのようにして罪と死に打ち勝つことが本当の

勝利なのです。それゆえにわたしたちは十字架を敗北とは思いません。イエスさまの十字架と

よみがえりによってわたしたちは既に罪に打ち勝っているからです。 

 

「あなたがたがわたしによって平和を得るためである」とあります。この平和とは、何よりも

わたしたちが罪赦され、神さまと和解して神さまのもとに行くことです。イエスさまによって

そのことは可能になりました。その救いを讃えるのが礼拝です。今日の礼拝もそうですが、１

０年前の地震直後の礼拝も、ここには平和がありました。周りは騒然としているのです。しか

し礼拝は平安で満たされました。どんな状況でもわたしたちに与えられた神さまの救いは変わ

りません。その確かな救いの中へ迎え入れられていることを喜び、感謝して、わたしたちは平

和のうちに一週間を歩み始めます。 

 

天の父よ。あなたの勝利の中に招かれている幸いを覚えます。それは誰かを打ち負かし、押し

のけて勝ち取る勝利ではありません。イエスさまの十字架とよみがえりによって罪と死に打ち

勝つ勝利です。どうぞこの勝利を信じて安らかにこの一週間も歩むことができますように。地

震で傷ついたこの地を憐れんでください。主の御名によって祈ります。アーメン。 


